
農
薬
化
学
肥
料
不
使
用｢

も
み
殻
燻
炭｣

(

土
壌
改
良
剤)

加
須
の
農
家･

誠
農
社
が

お
す
そ
分
け


数
量
限
定
５
㎏
２
０
０
０
円
で
販
売

家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で

い
る
人
に
朗
報
で
す



農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
用

せ
ず
に
お
米
や
イ
チ
ジ
ク

栽
培
な
ど
を
行
っ
て
い
る

加
須
市
油
井
ケ
島
に
あ
る

農
家
・
誠
農
社
が
土
づ
く

り
に
欠
か
せ
な
い
「
も
み

殻
燻
炭
」
を
５
㎏
２
０
０

０
円
で
希
望
者
に
〝
お
す

そ
分
け
〟
し
て
い
る
。

も
み
殻
燻
炭
は
同
社
の

高
級
米
「
漢
方
農
法
米
こ

し
ひ
か
り
」
収
穫
後
、
も

み
す
り
作
業
を
し
た
あ
と

に
出
る
も
み
殻
を
燃
や
し

て
灰
に
す
る
寸

前
に
燻
製
状
態

で
取
り
出
し
た

土
壌
改
良
剤
。

そ
の
効
能
は
保

水
性
や
通
気
性

を
確
保
し
、
土

壌
微
生
物
の
す
み
か
と
な

る
土
壌
の
微
生
物
層
を
豊

か
に
す
る
こ
と
。

〝
無
農
薬
燻
炭
〟
は
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
は

絶
対
に
売
っ
て
い
な
い
希

少
品
。
同
社
の
藤
田
誠
二

社
長
は
「
土
づ
く
り
に
こ

だ
わ
っ
て
い
る
人
に
は
お

勧
め
の
品
物
で
す
」
と
語

っ
て
い
る
。

も
み
殻
燻
炭
は
大
き
な

米
袋
に
５
㎏
入
れ
て
２
０

０
０
円
（
税
込
）
で
販

売
。
数
量
限
定
、
現
地
の

み
販
売
。
誠
農
社
の
所
在

地
は
加
須
市
油
井
ケ
島
１

３
９
３
－
１
。

現
地
の
み
受
付

対
応
窓
口
連
絡
先

希
望
者
は
事
前
に
同
社

（
０
４
８
０
－
53
―
４
６

５
１

９：

０
０
～
17：

０
０

毎
週
水
曜
日
定

休
）
に
電
話
す
る
か
、
メ

ー
ル
（info@seinousy

a.com

）
で
連
絡
を
入
れ

た
う
え
、
も
み
殻
燻
炭
購

入
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 ▶プレゼント「農家ジャム＆葉茶ソーダ」

 ▶プレゼント「加賀前田家＆ガウディ展」

 ▶加須 ふるさと納税寄付額17憶突破へ

 ▶久喜 市議会議長・上條氏インタビュー

久喜青年会議所が宮代町でイベント

わらで作った巨大ナウマンゾウ

土器づくりに挑戦

ほうきなどをわら細工

新
し
い
村
で｢

み
や
し
ろ
収
穫
祭｣

開
催

採りたて宮代町野菜など販売

「わっ、ママ、見てみて…、あそこにすご
く大きなゾウがいる！」明るく豊かな社
会の実現を目指して、50年ほど前から、まち
興しに寄与する多角的な活動を展開してい
る、一般社団法人久喜青年会議所（ＪＣＩ）
が昨秋宮代町の新しい村で開いた「みやしろ
収穫祭」が大盛況となり、来場した老若男女
を楽しませていた。

ＪＣＩは久喜、白岡、宮代の３市町の20～
40歳までの地元経営者等で構成する団体で、
発足は1978年。毎年活動テーマを決め、取り
組んでいるが2025年は「農と食」。宮代町で
イベント開催に踏み切ったのは勿論会員がい
ることもあるが宮代町は縄文土器が出土し
町内に竪穴住居跡や資料館があるなど、縄文
時代と深いつながりがあり、また町が農業振
興に力を入れていることが決め手になった。

イベント会場では宮代農産物の販売と地場
料理提供のほか、土器づくり、わら遊びなど
縄文文化体験が満載。一番人気を博したのが
高さ３ｍ、全長５ｍの手作りナウマンゾウ。
新潟よりわら500㎏を購入し、そのうちの300
㎏を使って８月から制作した。服部克哉・共
創推進委員会長は「来場者が後年まで記憶に
残るイベントにしたかった」と語っていた。
その企画がずばり当たり参加者は口々にその
アイディアに感動と賛辞を送っていた。

第49代理事長に乙黒智氏就任
なおＪＣＩは昨年末に定期総会を開き2026

年同会理事長に乙黒智氏(36)を選出した。乙
黒氏は久喜への愛着と誇りをより持とうと
｢まちの魅力発見と久喜市民の主体性の確立｣
をテーマに活動したいと抱負を語った

４
月
に
市
長
選


日
加
須

日
久
喜

２
月
５
日
現
在
、
市
長

選
挙
に
立
候
補
を
表
明
し

た
の
は
久
喜
市
で
は
現
職

市
長
・
梅
田
修
一
氏(

51)

だ
け
。
加
須
市
で
は
前
市

議
会
議
長
・
関
口
孝
夫
氏

（
68
）
と
前
埼
玉
県
議
・

高
橋
稔
裕
氏
（

）
の
２

人
。
両
氏
と
も
い
ず
れ
も

新
顔
。
１
期
目
の
角
田
守

良
・
加
須
市
長(

69)

は
体

調
不
良
を
理
由
に
立
候
補

を
辞
退
し
た
。

発行所 〒３４７-００２６ 埼玉県加須市油井ケ島１３９３－１㈱誠農社内 ０４８０-５３-４６５１ ０４８０-５３-４６５２
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文
科
省
初
等
中
等
教
育

局
に
よ
る
と
２
０
２
５
年

３
月
現
在
全
国
に
２
６
１

校
誕
生
。
埼
玉
県
内
で

は
、
春
日
部
市
で
１
校
、

日
高
市
で
３
校
の
合
計
４

校
で
誕
生
し
て
い
る
が
、

そ
の
他
で
は
な
い
。

久
喜
市
初
の
小
中
一
貫

校
の
義
務
教
育
学
校
「
鷲

宮
西
小
中
学
校
」
が
４
月

１
日
に
開
校
す
る
。

上
内
小
と
鷲
宮
小
と
鷲

宮
西
中
の
３
校
の
統
廃
合

で
実
現
し
た
。
新
校
は
小

学
生
２
８
５
人
前
後
、
中

学
生
１
５
０
人
前
後
、
教

諭
33
人
前
後
、
校
長
１
人

で
ス
タ
ー
ト
す
る
。

義
務
教
育
学
校
は
国
が

教
育
の
多
様
化
、
弾
力
化

な
ど
を
目
指
し
て
２
０
１

６
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。

昇
現
象
に
石
井
幸
子
・
総

合
政
策
部
長
は
「
協
力
事

業
者
や
職
員
の
努
力
の
成

果
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と

喜
び
を
語
る
。

自
治
体
同
士
の

過
度
競
争
に
警
鐘

た
だ
石
井
部
長
は
ふ
る

さ
と
納
税
寄
付
額
争
奪
戦

で
全
国
の
自
治
体
間
で
起

き
て
い
る
サ
バ
イ
バ
ル
競

争
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

た
。そ

れ
は
寄
付
者
に
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
お
返

し
す
る
商
品
そ
の
も
の
が

本
当
に
地
場
産
品
か
疑
わ

し
く
な
っ
て
き
た
こ
と

だ
。知

恵
と
ア
イ
デ
ィ
ア
で

地
場
産
品
に
仕
立
て
で
も

寄
付
額
を
獲
得
す
る
こ
と

の
是
非
は
石
井
部
長
の
言

を
待
つ
ま
で
も
な
く
今
後

制
度
改
革
の
大
き
な
争
点

に
な
っ
て
き
そ
う
だ
。

億
１
４
６
１
万
２
４
３
０

円▽

（
令
和
５
）
年
度
＝

３
９
７
品
目
、
３
億
１
６

８
万
７
８
８
３
円

▽
24
（
令
和
６
）
年
度
＝

５
３
６
品
目
、
５
億
７
５

５
８
万
５
３
６
１
円


年
度
の
寄
付
額
５
億

７
５
５
８
万
円
は
埼
玉
県

内
で
６
位
だ
っ
た
。

既
に
昨
年

月
で


億
円
を
突
破

そ
し
て

年
度
だ
が
、

10
月
末
現
在
で
品
目
数
は

昨
年
度
よ
り
38
品
目
増
の

５
９
２
品
目
と
な
っ
て
お

り
、
寄
付
額
は
２
倍
近
く

の
10
億
２
９
９
６
万
７
４

９
３
円
と
な
っ
て
い
る
。

返
礼
品
人
気
ベ
ス
ト
３
は

並
木
製
作
所
の
24
金
ネ
ッ

ク
レ
ス
、
吉
野
家
の
冷
凍

牛
丼
、
水
野
農
園
の
お
米

と
イ
チ
ゴ
。

こ
の
寄
付
額
の
年
々
上

た
よ
う
に
駆
け
込
ん
だ
。

加
須
市
の
ふ
る
さ
と
納

税
寄
付
額
の
直
近
３
年
間

の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、

▽
２
０
２
２
（
令
和
４
）

年
度
＝
２
８
５
品
目
、
１

の
ポ
イ
ン
ト
付
与
廃
止
規

定
が
浮
上
し
て
き
た
。
総

務
省
が
昨
年
６
月
こ
の
方

針
を
発
表
以
降
、
ポ
イ
ン

ト
を
も
ら
い
た
い
と
す
る

寄
付
者
が
な
だ
れ
を
打
っ

し
て
お
り
、
初
め
て
埼
玉

県
内
上
位
３
位
ま
で
に
入

る
見
込
み
が
出
て
き
た
。

好
調
の
原
因
の
背
景
を

探
る
と
、
昨
秋
10
月
末
で

打
ち
切
ら
れ
た
寄
付
者
へ

加
須
市
の
ふ
る
さ
と
納

税
寄
付
額
が
10
月
末
で
10

億
円
を
突
破
、
市
で
は
こ

の
ま
ま
の
勢
い
を
堅
持
す

れ
ば
年
度
末
の
３
月
に
は

17
億
円
超
に
な
る
と
推
測

か
け
っ
こ
の
種
目
は
50

ｍ
親
子
ペ
ア
、
１
０
０
ｍ

一
般
男
子
・
女
子
な
ど
例

年
人
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中

心
に
構
成
す
る
ほ
か
新
種

目
も
検
討
中
。

詳
細
は
４
月
に
は
同
社

Ｈ
Ｐ
（https://www.se

inousha.com

）
に
掲
載

す
る
予
定
。

田
ん
ぼ
で
Ｇ
Ｏ


５
月

日(

日)

開
催
予
定

初
夏
の
風
物
詩
田
ん
ぼ

で
Ｇ
Ｏ
！
（
田
ん
ぼ
運
動

会
）
を
開
催
し
て
い
る
加

須
市
の
農
家
・
誠
農
社
が

今
年
も
５
月
17
日
（
日
）

に
開
催
す
る
予
定
で
そ
の

準
備
に
入
っ
た
。

施
。
回
答
約
70
・
９
％
を

読
ん
だ
結
果
、
条
例
制
定

の
必
要
性
を
認
識
し
た
。

在
籍
議
員
24
人
中
、
当
日

欠
席
の
４
人
を
除
く
全
議

員
が
制
定
に
賛
成
し
た
。

市
議
会
は
襟
を
正
し
て
今

後
も
行
政
チ
ェ
ッ
ク
を
行

っ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

久
喜
市
議
会
は
昨
年


月

日
、
「
久
喜
市
議
会

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条

例
」
を
全
会
一
致
で
制
定

し
た
。

職
員
か
ら
市
議
会
議
長

に
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
上
條
議
長
が

昨
年
12
月
16
日
～
27
日
市

職
員
ら
１
６
９
０
人
を
対

象
に
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ

ラ
等
で
の
被
害
実
態
把
握

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

は
、
寄
付
額
は
１
４
５
万

円
（
市
内
96
万
円
、
市
外

49
万
円
）
、
寄
付
件
数
は

58
件
（
市
内
39
件
、
市
外

19
件
）
の
み
だ
っ
た
。

市
で
は
事
前
に
ク
ラ
フ

ァ
ン
が
目
標
額
に
達
し
な

い
場
合
は
寄
付
金
額
の
範

囲
内
で
展
示
品
の
刷
新
と

機
材
の
更
新
を
行
う
と
予

防
線
を
張
っ
て
い
た
。
加

須
未
来
館
は
今
年
で
築
24

年
が
経
過
し
て
い
る
。

費
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
で
賄
お
う
と
し
た

加
須
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

計
画
は
〝
と
ら
狸
〟
（
と

ら
ぬ
狸
の
皮
算
用
）
に
終

わ
っ
た
。
市
が
設
定
し
た

目
標
額
１
３
０
０
万
円
に

対
し
集
ま
っ
た
額
は
僅
か

１
４
５
万
円
し
か
な
く
他

力
本
願
に
す
が
っ
た
市
の

甘
さ
を
露
呈
し
た
形
だ
。

４
月
25
日
～
９
月
28
日

ま
で
寄
付
を
募
っ
た
結
果

と
ら
狸
だ
っ
た

｢

ク
ラ
フ
ァ
ン｣


万
円

宇
宙
や
科
学
に
夢
を
育

む
拠
点
施
設
「
加
須
未
来

館
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
経

こ
ぼ
れ
話

埼
玉
う
ど
ん
ラ
リ
ー

や
さ
だ
ま
さ
し
、
杉
山
清
貴
の
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
紙
面
に
掲
載
し
き
れ
な
か
っ

た
主
な
ニ
ュ
ー
ス
は
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

外
国
人
と
日
本
人
と
の
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
久
喜
・

加
須
の
両
市
と
も
担
当
部
局

に
取
材
す
る
と
川
口
市
な
ど

他
市
の
よ
う
な
顕
著
な
現
象

は
な
く
、
仲
良
く
共
存
し
て

い
た
。

た
だ
ご
み
の
出
し
方
や
生

活
習
慣
の
違
い
に
よ
る
苦
情

は
あ
り
、
久
喜
、
加
須
市
と

も
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
、
多
言
語
に
よ
る
注

意
を
喚
起
し
て
い
た
。

籍
を
５
年
分
調
べ
て
も
ら
っ

た
。そ

の
結
果
、
２
０
２
１

（
令
和
３
）
年
～
２
０
２
５

（
令
和
７
）
年
ま
で
の
５
年

間
で
久
喜
市
は
１
２
８
５
人

増
の
３
８
８
３
人
、
加
須
市

は
１
３
６
０
人
増
え
４
５
５

１
人
だ
っ
た
。
多
い
国
籍
の

ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
は
不
変
。

最
近
増
加
し
て
い
る
国
籍

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
ネ
パ
ー
ル
ブ
ラ
ジ
ル

一
昨
年
秋
に
実
施
さ
れ
た

衆
院
総
選
挙
以
降
、
日
本
に

居
住
す
る
外
国
人
問
題
が
い

ろ
い
ろ
と
取
り
沙
汰
さ
れ
て

い
る
が
、
市
内
に
工
業
団
地

を
多
く
抱
え
、
外
国
人
の
居

住
が
目
立
つ
久
喜
市
と
加
須

市
で
そ
の
実
態
を
本
紙
が
調

べ
た
と
こ
ろ
、
両
市
と
も
、

総
人
口
の
３
％
が
外
国
人
だ

っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

両
市
に
住
民
基
本
台
帳
を

元
に
４
月
１
日
時
点
で
住
民

登
録
し
て
い
る
外
国
人
と
国

田中希実さん（1000m～5000m中距離日本記録保持
者）や藤原真氏（ロンドン五輪マラソン日本代表)
出岐雄大氏（箱根駅伝青学三連覇の立役者）、佐藤
信之氏（世界陸上セビリア大会男子マラソン銅メダ
ル）といった一流ランナーも参加したロードレース
マラソン・一心ＦｕＲａｎ2025（特別協賛・フジハ
ウジング、協力・久喜市観光協会等）が12月28日、
久喜市栗橋にある利根川河川敷で開催され、市民ラ
ンナー約750人が参加した。

この日は快晴無風で絶好のマラソン日和。参加者
は用意された「中学生以上の一般男女10マイル」と
「同10㎞」、それに新設された「２㎞親子レース」
の中からエントリーした種目に出場した。

市民ランナーは利根川河川敷に設けられた平坦な
特別コースを疾走、１年走り納めのマラソンを爽快
な汗を流しながら楽しんでいた。

久
喜

走り納めのマラソンに750人参加
陸上界のスーパースター田中希実さんも出場

加須市

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額
17
億
円
超
へ

25
年
度
初
め
て
埼
玉
県
内
３
位
に
入
る
勢
い
で
猛
伸

小
中
一
貫
校
が
４
月
に
開
校

久
喜
市

埼
玉
県
内
で
５
校
目

左から二番目が田中希実さん

久喜･加須の在留外国人数 総人口の３％
５年間で久喜1285増3883人 加須1360増4551人

深刻なトラブルなく多文化共生定着

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
制
定

久
喜
市
議
会

調
査
踏
ま
え
必
要
性
痛
感

ハラスメント
防止条例全文
⬇ＱＲコード

2026年(令和8年)2月17日 (2)
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上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
上
條
議
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
が
一
読
で
き
ま
す
。

梅
田
市
政
こ
の
４
年
間
の
評
価
は･･

･

久
喜
市
議
会
議
長･

上
條
哲
弘
氏(

57)

が
今
年
５
月
に
全
国
市
議
会
議
長
会
か

ら
議
長
職
通
算
８
年
以
上(

５
回)
も
務
め
た
こ
と
に
対
し

地
方
自
治
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
が
あ
っ
た
と
し
て
特
別
表
彰
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た

そ
こ
で
今

回
は
上
條
氏
に
長
年
担
っ
て
き
た
議
長
と
し
て
一
番
心
が
け
て
い
る
こ
と
や
久
喜

市
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
た


聞
き
手･
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

長
谷
田
一
平

久
喜
市
議
会
議
長･

上
條
哲
弘
さ
ん(

57)

全
国
市
議
会
議
長
会
が
５
月
特
別
表
彰

議
長
職
通
算
８
年
以
上(

５
回)

を
讃
え

プロフィール

上條哲弘（かみじょう

あきひろ）1968（昭

和43）年２月19日、山

口県宇部市生まれ。57

歳。未就学時に鷲宮町

に移転。以降久喜市に

在住。市議会議員当選

は31歳。以来26年間地

方自治政治に関わる。

議長履歴は合併前の旧

鷲宮町議会を含め現在

まで５回通算８年以上

を記録。モットーは

「やればできる」。好

きな言葉は一意専心

（ひとつのことをぶれ

ずにやる）。好きな政

治家は田中角栄。趣味

はアウトドア、写真。


と
こ
ろ
で
市
議
会
の

役
目
に
は
４
つ
の
重
要
な

使
命
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
１
つ
は
市
の
方

針
へ
の
是
非
の
決
定
、
２

つ
に
は
条
例
の
制
定
、
３

つ
は
予
算
の
チ
ェ
ッ
ク

権
、
そ
し
て
４
つ
目
は
市

長
の
監
視
。
そ
の
市
長
を

監
視
す
る
と
い
う
重
要
な

役
目
を
担
う
市
議
会
の
長

と
し
て
こ
の
４
年
近
く
の

梅
田
市
政
を
ど
う
評
価
し

ま
す
か

上
條

梅
田
市
長
が
前
回

の
選
挙
で
掲
げ
た
公
約
の

90
％
は
達
成
で
き
た
こ
と

を
考
え
る
と
久
喜
市
の
発

展
の
た
め
、
市
民
の
た
め

に
よ
く
や
っ
た
と
評
価
で

き
る
。

よ
く
や
っ
て
い
る

85
点
は
あ
げ
た
い


点
数
で
表
す
と
何
点

で
す
か

上
條

85
点
。
公
約
達
成

率
を
考
え
る
と
90
点
は
あ

げ
た
い
が
85
点
。
私
の
持

論
だ
が
市
長
と
い
う
の
は

最
低
で
も
３
期
12
年
は
や

る
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。


３
期
12
年
を
重
要
視

す
る
理
由
は
…

上
條

１
期
目
は
種
ま
き

で
す
。
市
の
発
展
の
た
め

に
し
っ
か
り
と
種
を
ま
く

こ
と
で
す
。
２
期
目
は
ま

い
た
種
を
き
れ
い
に
育
て

上
げ
る
こ
と
で
す
。
そ
し

て
３
期
目
は
い
よ
い
よ
収

穫
の
時
期
で
す
。
市
の
ト

ッ
プ
に
立
つ
人
は
こ
の
サ

イ
ク
ル
を
大
事
に
し
て
臨

む
べ
き
と
い
う
の
が
私
の

持
論
で
す
。
こ
の
サ
イ
ク

ル
論
で
言
え
ば
梅
田
市
政

は
仕
上
げ
の
３
期
目
を
や

る
べ
き
だ
と
思
う
。

包
括
協
定
78

こ
れ
は
凄
い


２
期
目
の
こ
の
４
年

近
く
の
育
成
期
間
で
特
に

評
価
き
る
点
は
ど
ん
な
こ

と
で
す
か

上
條

私
が
梅
田
市
政
で

一
番
評
価
し
て
い
る
の
は

包
括
協
定
の
数
。
数
が
半

端
な
く
多
い
。


ど
の
く
ら
い
あ
る
の

で
す
か

上
條

78
社
と
包
括
協
定

を
締
結
し
た
。
災
害
の
時

の
食
糧
や
車
の
緊
急
避
難

場
所
の
確
保
で
ス
ー
パ
ー

等
と
積
極
的
に
包
括
協
定

を
結
ん
だ
。
市
民
の
た
め

を
思
っ
て
の
包
括
協
定
を

78
社
と
結
ん
だ
こ
と
は
余

り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
私

は
評
価
し
た
い
。
６
期
約

21
年
も
市
長
を
務
め
た
田

中
喧
二
氏
は
20
年
７
カ
月

の
間
で
包
括
協
定
を
結
ん

だ
の
は
わ
ず
か
４
件
だ

け
。
78
件
の
梅
田
氏
と
比

較
す
る
と
こ
の
違
い
は
一

目
瞭
然
だ
と
思
う
。


そ
の
ほ
か
で
は
…

上
條

懸
案
の
ゴ
ミ
処
理

施
設
建
設
問
題
の
解
決
に

見
通
し
を
つ
け
た
こ
と
や

学
校
教
育
と
給
食
、
そ
れ

に
南
栗
橋
Ｂ
Ｌ
Ｐ
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
は
特
に
評
価

出
来
る
。


教
育
を
も
う
少
し
細

か
く
…

上
條

例
え
ば
学
校
教
育

で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
教

育
で
３
年
連
続
日
本
一
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
日
本

一
の
教
育
現
場
を
見
た
い

と
日
本
各
地
か
ら
見
学
が

ひ
っ
き
り
な
し
で
す
。

情
報
発
信
力

こ
れ
は
弱
い


梅
田
市
政
を
評
価
す

る
部
分
は
分
か
っ
た
。
で

は
逆
に
梅
田
市
政
の
マ
イ

ナ
ス
面
は
…

上
條

情
報
発
信
力
の
弱

さ
、
Ｐ
Ｒ
不
足
か
な
。


具
体
例
で
挙
げ
る
と

す
る
と
…

上
條

ご
み
処
理
施
設
な

ん
か
は
総
論
賛
成
、
各
論

反
対
の
典
型
的
な
迷
惑
施

設
な
の
で
作
る
の
も
大

変
。
出
来
上
が
れ
ば
日
本

一
素
晴
ら
し
い
ご
み
処
理

施
設
が
で
き
る
の
に
梅
田

氏
は
そ
れ
を
う
ま
く
発
信

で
き
て
い
な
い
。


あ
と
は

上
條

変
化
を
チ
ャ
ン
ス

に
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
る
こ
と
が
ち
ょ
っ

と
不
向
き
な
面
も
あ
る
。


そ
れ
っ
て
ど
う
い
う

こ
と
？

上
條

梅
田
氏
は
学
校
老

朽
化
対
策
問
題
で
も
学
童

の
安
全
を
第
一
に
考
え
、

万
一
の
時
に
使
う
市
の
財

政
調
整
基
金
（
財
調
）
を

23
億
円
取
り
崩
し
て
で
も

補
正
予
算
を
組
ん
で
事
に

当
た
っ
た
。
そ
れ
な
の
に

い
ろ
い
ろ
と
批
判
の
声
が

出
た
。
こ
の
問
題
解
決
の

た
め
私
（
市
長
）
は
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

や
っ
た
ん
だ
と
強
く
発
信

す
れ
ば
い
い
の
に
と
何
回

か
思
っ
た
。


全
国
市
議
会
議
長
会

か
ら
今
年
５
月
に
表
彰
さ

れ
る
そ
う
で
す
ね
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
上

條
さ
ん
は
い
つ
か
ら
議
長

を
や
っ
て
い
る
の
で
す
か

上
條

鷲
宮
町
議
会
時
代

が
１
回
（
２
０
０
８
年)


そ
の
後
、
新
生
久
喜
市
議

会
に
な
っ
て
か
ら
は
４
回

（

～

年
、

～
20

年
、

～

年
、

～
現

在
）
で
す
。


議
長
は
ど
う
や
っ
て

決
め
る
の
で
す
か

上
條

久
喜
市
で
す
と
定

数
27
人
の
議
員
が
投
票
箱

に
議
長
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
人
の
名
前
を
書
い
て
決

め
る
の
で
す


市
議
会
を
運
営
す
る

上
で
議
長
と
し
て
一
番
気

を
使
う
と
い
う
か
、
心
が

け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す

か議
長
の
要
諦
は

公
平
性
と
察
知
力

上
條

２
つ
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
バ
ラ
ン
ス
で
す

ね
バ
ラ
ン
ス
と
は
？

上
條

私
は
現
在
久
喜
市

議
会
最
大
会
派
「
久
喜
み

ら
い
」
に
所
属
し
て
い
ま

す
が
、
議
会
で
全
議
員
27

人
み
ん
な
が
一
斉
に
挙
手

す
る
と
き
、
自
分
が
所
属

し
て
い
る
会
派
だ
け
指
名

す
る
な
ん
て
こ
と
は
で
き

な
い
っ
て
こ
と
で
す
。
公

平
性
が
大
事
で
す
。
公
明

党
さ
ん
に
も
共
産
党
さ
ん

に
も
、
そ
の
他
私
と
意
見

考
え
方
が
違
う
議
員
の
方

々
に
も
公
平
に
発
言
が
で

き
る
機
会
を
作
る
、
そ
の

バ
ラ
ン
ス
感
覚
で
す
。


も
う
一
つ
は

上
條

空
気
感
で
す
ね
。

議
会
が
白
熱
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
議
場
で
は
冷
静
な
議

論
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で

す
か
ら
、
そ
の
空
気
を
作

る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い

ま
す
。久

喜
市
の

政
策
課
題


議
長
か
ら
見
て
久
喜

市
の
今
後
の
政
策
課
題
は

何
で
す
か

上
條

ひ
と
つ
は
久
喜
市

の
昼
夜
人
口
差
の
拡
大
が

続
く
中
、
昼
間
は
東
京
に

行
っ
て
夜
久
喜
に
帰
っ
て

く
る
方
た
ち
を
い
か
に
久

喜
市
政
に
関
心
を
も
っ
て

も
ら
い
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
す
。


あ
と
は
何
か
あ
り
ま

す
か

上
條

市
長
マ
タ
ー
の
話

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
久
喜

の
農
業
を
今
後
ど
う
す
る

か
で
す
ね
。
跡
継
ぎ
問
題

や
農
地
の
保
全
問
題
な
ど

考
え
れ
ば
小
さ
く
切
っ
て

い
て
は
ダ
メ
。
大
き
く
し

て
一
気
に
効
率
よ
く
や
っ

て
い
く
べ
き
で
、
こ
こ
は

農
業
を
や
る
地
域
、
こ
こ

は
そ
う
で
は
な
い
地
区
と

住
み
分
け
を
は
っ
き
り
さ

せ
た
方
が
い
い
。
久
喜
市

は
こ
う
や
り
た
い
と
い
う

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
っ

て
国
に
当
て
る
時
期
に
来

て
い
る
と
思
う
。
10
年
先

を
見
て
今
こ
そ
そ
の
方
向

性
を
出
す
べ
き
だ
。

久
喜
市
民
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は


最
後
に
市
民
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か

上
條

開
か
れ
た
市
議
会

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本

会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
以
外
に
懸
案
だ
っ
た

常
任
委
員
会
の
様
子
も
市

民
の
方
に
見
て
い
た
だ
こ

う
と
昨
年
12
月
開
催
の
定

例
会
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
視
聴
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
そ
れ
と
市
議

会
議
員
の
襟
を
正
す
た
め

昨
年
12
月
23
日
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
議
長
と
し

て
市
職
員
に
昨
年
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
結

果
、
条
例
制
定
の
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

プレゼント
応募要項は
４ 面 掲 載

農家ジャム｢

い
ち
じ
く･
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー･

ゆ
ず｣

３
つ
を
箱
詰
セ
ッ
ト
に
し
て
５
名
様

保
存
料
な
ど
不
使
用

｢

白
い
ち
じ
く
の
葉
茶
ソ
ー
ダ｣

２
本
を
箱
詰
セ
ッ
ト
に
し
て
５
名
様

お年玉読者プレゼント

葉
茶
ソ
ー
ダ
は
白
い
ち
じ

く
の
葉
っ
ぱ
を
活
用
し
て
作

っ
た
ソ
ー
ダ
。
猛
暑
が
続
い

た
昨
年
夏
に
販
売
し
た
と
こ

ろ
「
口
当
た
り
が
い
い
」
」

「
香
り
も
豊
か
」
と
評
判
を

博
し
た
さ
っ
ぱ
り
系
ソ
ー

ダ
。
保
存
料
、
着
色
料
等
の

添
加
物
は
不
使
用
。
果
実
も

使
用
し
て
お
ら
ず
、
茶
葉
の

み
を
使
用
し
て
い
る
無
果
汁

表
記
の
ソ
ー
ダ
。
こ
の
白
い

ち
じ
く
の
葉
茶
ソ
ー
ダ
（
１

本
３
３
０
ｍ
ｌ

６
０
０

円
）
を
箱
詰
め
２
本
入
り
に

し
て
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
。◆

◆

◆

◆

プ
レ
ゼ
ン
ト
「
ジ
ャ
ム
」

「
葉
茶
ソ
ー
ダ
」
ご
希
望

の
方
は
４
面
掲
載
の
「
読
者

プ
レ
ゼ
ン
ト
応
募
要
項
」
を

参
照
の
う
え
、
期
日
内
に
応

募
く
だ
さ
い
。

少
々
価
格
的
に
は
お
高
い

が
、
健
康
重
視
を
旗
印
に
お

米
や
果
実
な
ど
の
農
産
物
を

栽
培
し
て
い
る
加
須
市
の
農

家
・
誠
農
社
が
本
紙
読
者
の

た
め
に
同
社
目
玉
商
品
ジ
ャ

ム
＆
葉
茶
ソ
ー
ダ
を
お
正
月

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
提
供
し

て
く
だ
さ
っ
た
。

ジ
ャ
ム
は
「
農
家
ジ
ャ
ム

シ
リ
ー
ズ

い
ち
じ
く
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
、
ゆ
ず
、
桑
の

実
、
イ
チ
ゴ
」
の
中
か
ら

「
い
ち
じ
く
、
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
、
ゆ
ず
」
（
各
80
ｇ

１

品
４
８
６
円
）
を
箱
詰
め
３

点
セ
ッ
ト
に
し
た
も
の
を
５

名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

と
く
に
い
ち
じ
く
ジ
ャ
ム

は
昨
年
日
本
テ
レ
ビ
の
人
気

番
組
「
ぶ
ら
り
途
中
下
車
の

旅
」
で
も
紹
介
さ
れ
た
ほ
ど

の
人
気
商
品
。
南
仏
原
産
の

バ
ナ
ー
ネ
種
を
使
用
し
て
お

り
、
農
薬
不
使
用
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
奇
跡
の

白
い
ち
じ
く
と
言
わ
れ
る
希

少
品
を
同
社
独
特
の
工
程
で

ジ
ャ
ム
に
仕
上
げ
た
唯
一
無

二
の
も
の
だ
。

一般社団法人
農ある暮らし推進会

理事長

舘内正敏氏

農
あ
る
暮
ら
し
は
安
全
保
障

「
農
あ
る
暮
ら
し
は
安

全
保
障
」
は
、
現
代
の
危

機
に
対
す
る
「
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
（
回
復
力
）
」
の
基

盤
と
な
る
も
の
で
す
。
そ

の
機
能
は
以
下
の
４
点
に

集
約
さ
れ
ま
す
。

第
一
に
、
個
人
・
家
庭

レ
ベ
ル
の
生
存
保
障
で

す
。
物
価
高
騰
や
物
流
寸

断
な
ど
の
不
測
の
事
態
に

お
い
て
、
自
ら
食
を
得
る

手
段
と
知
恵
を
持
つ
こ
と

は
、
最
大
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。

第
二
に
、
心
身
の
健
康

保
証
で
す
。
土
に
触
れ
る

営
み
は
、
現
代
特
有
の
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
だ
け

で
な
く
、
新
鮮
な
食
を
通

じ
た
免
疫
力
向
上
と
い
う

予
防
医
学
の
役
割
を
果
た

し
ま
す
。

第
三
に
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
共
助
保
障
で

す
。
農
を
通
じ
た
お
裾
分

け
や
技
術
交
換
は
、
希
薄

化
し
た
人
間
関
係
を
再
構

築
し
、
災
害
時
に
も
助
け

合
え
る
互
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
育
み
ま
す
。
ま
た
、

田
畑
は
延
焼
防
止
や
水
源

確
保
な
ど
、
防
災
拠
点
と

し
て
の
機
能
も
持
っ
て
い

ま
す
。

第
四
に
、
国
土
・
環
境

レ
ベ
ル
の
保
障
で
す
。
市

民
が
農
に
関
わ
る
こ
と

は
、
食
料
自
給
の
向
上
、

輸
送
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削

減
、
そ
し
て
適
切
な
国
土

保
全
に
直
結
し
ま
す
。

「
農
あ
る
暮
ら
し
」
と

は
、
外
部
環
境
の
変
動
に

左
右
さ
れ
な
い
「
生
き
る

力
」
を
取
り
戻
す
行
為
で

す
。
そ
れ
は
、
経
済
価
値

や
効
率
性
を
優
先
し
て
き

た
現
代
社
会
に
お
い
て
、

人
間
が
人
間
ら
し
く
、
た

く
ま
し
く
生
き
抜
く
た
め

の
「
根
っ
こ
」
を
張
る
営

み
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
午
年
で
す
。

「
農
あ
る
暮
ら
し
」
の
歴

史
に
お
い
て
、
馬
は
特
別

な
存
在
で
す
。

機
械
化
さ
れ
る
前
、
馬

は
田
畑
を
耕
し
、
収
穫
物

を
運
ぶ
た
め
の
「
命
の

綱
」
で
し
た
。
馬
を
飼
う

こ
と
は
、
農
家
に
と
っ
て

生
産
性
と
安
全
保
障
を
高

め
る
こ
と
そ
の
も
の
。
馬

の
堆
肥
（
馬
糞
）
は
良
質

な
肥
料
と
な
り
、
土
を
豊

か
に
し
ま
し
た
。
ま
さ
に

「
農
」
の
サ
イ
ク
ル
を
回

す
立
役
者
で
し
た
。

(3) 2026年(令和8年)2月17日
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２
組
４
名
様

｢ガウディ没後100年で秘蔵コレクション展示｣
東京都品川区寺田倉庫で3月15日まで

サグラダ･ファミリア原図面初公開

◆

◆

◆

『
ガ
ウ
デ
ィ
没
後
１
０
０
年

公
式
事
業
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｄ

ｍ

ｅ
ｅ
ｔ
ｓ

ガ
ウ
デ
ィ
展
』

は
１
月
10
日
（
土
）
～
３
月

15
日
（
日
）
ま
で
寺
田
倉
庫

Ｇ
１
ビ
ル
（
東
京
都
品
川
区

東
品
川
２
－
６
－
４
）
で
開

催
中
。
開
館
時
間
は
平
日
10

：

00
～
18：

00
（
17：

00
最

終
入
場
）
、
土
日
・
祝
日
10

：

00
～
20：

00
（
19：

00
最

終
入
場
）
。
チ
ケ
ッ
ト
料
金

＝
平
日
大
人
２
７
０
０
円
、

小
中
高
校
生
１
９
０
０
円
、

土
日
祝
日
大
人
２
９
０
０

円
、
小
中
高
校
生
２
１
０
０

円
。
詳
細
な
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
５
７
０
－
２
０
０
－
８

８
８
（
キ
ョ
ー
ド
ー
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
12：

00
～
17

：

00
土
日
祝
休
業
）
。

ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ

ナ
で
今
な
お
建
築
中
の
大

聖
堂
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ

リ
ア
。
こ
の
世
界
遺
産
を

設
計
し
た
の
は
ス
ペ
イ
ン

が
世
界
に
誇
る
建
築
家
ア

ン
ト
ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
。
そ

の
彼
が
逝
去
し
て
今
年
で

ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
の
節

目
を
迎
え
る
。
期
せ
ず
し

て
今
年
あ
の
サ
グ
ラ
ダ
・

フ
ァ
ミ
リ
ア
の
メ
イ
ン
塔

「
イ
エ
ス
の
塔
」
（
高
さ

１
７
２
・
５
ｍ
）
が
つ
い

に
完
成
す
る
。
そ
こ
で
こ

れ
を
祝
っ
て
東
京
都
品
川

区
の
寺
田
倉
庫
で
１
月
10

日
か
ら
始
ま
っ
た
『
ガ
ウ

デ
ィ
没
後
１
０
０
年
公
式

事
業
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｄ

ｍ
ｅ

ｅ
ｔ
ｓ

ガ
ウ
デ
ィ
展
』

が
連
日
来
場
者
で
賑
わ
っ

て
い
る
（
３
月
15
日
ま
で

開
催
）
。

同
展
は
株
式
会
社
ネ
イ

キ
ッ
ド
と
ガ
ウ
デ
ィ
財
団

が
世
界
初
と
な
る
共
同
事

業
契
約
を
締
結
し
た
こ
と

で
開
催
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
。
見
ど
こ

ろ
は
サ
グ
ラ
ダ

・
フ
ァ
ミ
リ
ア

オ
リ
ジ
ナ
ル

図
面
や
秘
蔵
の

ガ
ウ
デ
ィ
の
手

記
書
簡
制
作

道
具
を
は
じ

め
、
学
術
的
に

も
貴
重
な
未
公
開
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
一
堂
に
公
開
さ

れ
て
い
る
こ
と
だ
。
そ
れ

と
同
展
で
は
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
楽
し
め
る
参
加

型
ア
ー
ト
を
通
し
て
ガ
ウ

デ
ィ
建
築
の
魅
力
に
も
触

れ
ら
れ
る
よ
う
工
夫
を
凝

ら
し
て
い
る
。

サグラダ・ファミリア３Ｄメガネ
1889年／サグラダ・ファミリア／バ
ルセロナガウディ財団より貸与／オ
リジナル

プレゼント
応 募 要 領

◆
応
募
フ
ォ
ー
ム
の
場
合

左
記
記

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
く
だ

さ
い

２
月
25
日
23
時

分
ま
で
。

◆
ハ
ガ
キ
の
場
合

希
望
プ
レ
ゼ
ン
ト
名

「
農
家
ジ
ャ
ム
＆
葉

茶
ソ
ー
ダ
」
、
「
百

万
石
加
賀
前
田
家
＆

ガ
ウ
デ
ィ
展
」
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
本
紙
へ
の
感
想
を
書
き
、

〒
３
４
７
－
０
０
２
６
加
須
市
油
井

ケ
島
１
３
９
３
－
１
誠
農
社
内
の
農

時
新
聞
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ

２

月
25
日
必
着
。
商
品
の
発
送
を
も
っ

て
発
表
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

特
別
展｢
百
万
石
！
加
賀
前
田
家｣

東
京
国
立
博
物
館
で
４
月

日
～
６
月
７
日
ま
で

前
田
育
徳
会
創
立

周
年
を
記
念
し
て
家
宝
展
示

３
組
６
名
様

国宝 太刀 銘 光世
作〈名物 大典太〉
平安時代・12世紀
前田育徳会蔵

重
要
文
化
財

金
小
札
白
糸
懸
威
胴
丸
具
足

安
土
桃
山
時
代

・
１
６
世
紀

前
田
育
徳
会
蔵

重要文化財 百工比照 第六号箱
第二十抽斗「花籠釘隠」 江戸時
代・17～18世紀 前田育徳会蔵

美
術
、
工
芸
、
文
化
の

宝
庫
と
言
わ
れ
る
北
陸
金

沢
。
そ
の
金
沢
を
拠
点
に

江
戸
時
代
、
様
々
な
芸
術

を
育
て
支
援
し
た
の
が
徳

川
幕
府
の
中
で
も
最
大
級

の
大
名
と
称
さ
れ
る
加
賀

前
田
家
。
初
代
・
前
田
利

家
以
降
、
利
長
、
利
常
、

利
為
、
利
祐
な
ど
を
経
て

現
在
の
利
宜
ま
で
19
代
も

脈
々
と
続
く
が
、
こ
の
加

賀
前
田
家
伝
来
の
文
化
財

を
保
存
し
て
き
た
「
前
田

育
徳
会
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
た
美
術
展
が
今
春
４

月
14
日
か
ら
６
月
７
日
ま

で
東
京
国
立
博
物
館
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。前

田
育
徳
会
は
加
賀
前

田
家
16
代
当
主
利
為
（
１

８
８
５
～
１
９
４
２
）
が

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年

９
月
12
日
に
発
生
し
た
関

東
大
震
災
の
甚
大
な
被
災

状
況
を
見
て
、
前
田
家
伝

来
の
文
化
財
を
保
存
し
、

後
世
に
伝
え
よ
う
と
震
災

３
年
後
の
１
９
２
６
年
２

月
26
日
に
設
立
し
た
。

そ
れ
が
今
年
で
創
立
１

０
０
周
年
を
迎
え
る
と
あ

っ
て
記
念
の
特
別
展
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

前
田
育
徳
会
創
立
百
周

年
記
念

特
別
展
「
百
万

石
！
加
賀
前
田
家
」
と
題

す
る
展
覧
会
で
は
、
加
賀

前
田
家
歴
代
当
主
の
事
績

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

そ
の
気
宇
壮
大
な
文
化
事

業
と
、
旧
蔵
品
を
含
め
た

「
加
賀
前
田
家
伝
来
」
文

化
財
を
紹
介
す
る
。

育
徳
会
が
収
蔵
す
る
文

化
財
の
中
で
今
回
の
特
別

展
に
出
品
さ
れ
る
数
は
主

催
者
に
よ
る
と
約
２
４
０

件
。
う
ち
国
宝
が
28
件
、

重
要
文
化
財
46
件
、
重
要

美
術
品
３
件
。
そ
の
主
な

作
品
は
次
の
通
り
だ
。

ひ
と
つ
は
国
宝
「
太
刀

銘

光
世
作
（
名
物

大
典
太
）
」
だ
（
写
真

１
）
。
こ
れ
は
「
天
下
五

剣
」
の
一
つ
と
さ
れ
る
名

刀
で
、
数
あ
る
加
賀
前
田

家
の
刀
剣
の
中
で
も
そ
の

筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
刀

剣
。
足
利
将
軍
の
伝
来
品

で
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
前
田

利
家
が
譲
り
受
け
た
と
い

う
由
来
が
刀
剣
鑑
定
の
権

威
・
本
阿
弥
家
が
ま
と
め

た
「
享
保
名
物
帳
」
に
記

さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
逸
品
は
重

要
文
化
財
「
金
小
札
白
糸

素
懸
威
胴
丸
具

足
」
（
写
真

２
）
。
加
賀
前

田
家
の
初
代
・

前
田
利
家
が
着

用
し
た
と
伝
わ

る
甲
冑
だ
。
全

体
が
金
箔
で
飾

ら
れ
た
華
や
か

な
色
彩
と
高
さ

約

㎝
に
も
な
る
熨
斗
烏

帽
子
の
形
を
し
た
変
わ
り

兜
が
特
に
稀
有
な
品
物
。

◆

◆

◆

「
前
田
育
徳
会
創
立
百
周
年

記
念

特
別
展
『
百
万
石
！

加
賀
前
田
家
』
」
は
４
月
14

日
（
火
）
～
６
月
７
日(

日)

ま
で
東
京
国
立
博
物
館
で
開

催
す
る
。
休
館
日
は
月
曜

日
、
た
だ
し
４
月
27
日

（
月
）
、
５
月
４
日
（
月
、

祝
）
は
開
館
。
開
館
時
間
は

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
。
毎
週
金
曜
日
・
土
曜

日
、
５
月
３
日
（
日
曜
、
祝

日
）
～
５
日
（
火
曜
、
祝

日
）
は
午
後
８
時
ま
で
開

館
。
入
館
は
閉
館
の
30
分
前

ま
で
。
入
館
料
（
当
日
）
は

一
般
２
３
０
０
円
、
大
学
生

１
３
０
０
円
、
高
校
生
９
０

０
円
、
中
学
生
以
下
、
障
が

い
者
と
そ
の
介
護
者
１
名
は

無
料
。
詳
細
な
問
い
合
わ
せ

先
☎
０
５
０
－
５
５
４
１
－

８
６
０
０
（
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
）

あ
る
（
宅
建
業
と
建
設
業
の
許
可

を
得
て
い
る
、
賃
貸
管
理
や
賃
貸

仲
介
の
実
績
、
法
人
取
引
も
豊
富

な
ど
、
幅
広
い
選
択
肢
を
提
案
し

て
く
れ
る
か
で
判
断
で
き
ま
す)



こ
の
４
点
を
意
識
す
る
と
、

「
ど
こ
も
似
て
見
え
る
」
不
動
産

会
社
の
中
で
、
信
頼
で
き
る
パ
ー

ト
ナ
ー
が
見
え
て
き
ま
す
。
最
終

的
に
重
要
な
の
は
、
担
当
者
の
人

柄
や
対
応
姿
勢
で
す
が
、
こ
う
し

た
客
観
的
な
条
件
を
先
に
整
理
し

て
お
く
と
、
判
断
が
ぶ
れ
ま
せ

ん
。
ご
自
身
が
安
心
し
て
任
せ
ら

れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

（
フ
ジ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
う
ど
の
）

し
て
い
る
(

時
流
を
理
解
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
判
断
で
き
ま
す
）

２
、
地
域
貢
献
活
動
や
メ
デ
ィ
ア

掲
載
等
の
実
績
が
あ
る
。
（
地
域

に
根
付
い
て
い
る
か
、
社
会
的
に

評
価
さ
れ
て
い
る
か
を
判
断
で
き

ま
す
）

３
、
適
切
な
経
営
基
盤
が
あ
る

（
資
本
金
一
千
万
円
以
上
の
株
式

会
社
で
あ
る
、
従
業
員
が
５
人
以

上
い
る
、
持
ち
ビ
ル
が
あ
る
、
歴

史
が
あ
る
等
、
万
が
一
の
リ
ス
ク

の
際
に
責
任
を
取
っ
て
も
ら
え
る

か
を
判
断
し
ま
す
）
。

４
、
総
合
的
な
対
応
力
や
実
績
が

住
宅
や
土
地
を
探
す
と
き
、
私

た
ち
は
ど
う
し
て
も
「
物
件
そ
の

も
の
の
条
件
」
に
目
を
向
け
が
ち

で
す
。

で
す
が
、
「
ど
ん
な
不
動
産
会

社
に
相
談
す
る
か
」
も
実
は
大
切

な
要
素
で
す
。

私
は
以
下
の
４
つ
を
特
に
重
視

す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
（
不

動
産
の
ご
売
却
で
も
同
様
で
す
）

１
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
が
し
っ
か
り

不
動
産
会
社
は
ど
こ
も
同
じ
？

2026年(令和8年)2月17日 (4)
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